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公衆衛生学 

【科目名】公衆衛生学 【担当教員】加藤豊広 
(メールアドレス) K3027867@kadai.jp 
 
(オフィスアワー) 授業開校日、非常勤講師室で対応 

【授業区分】専門基礎分野  （臨床医学） 【授業コード】 
2-12-0300-0-2 

【開講時期】1 年次 後期 【選択必修】選択 
【単位数】  ２ 単位 【コマ数】１５ コマ 
【注意事項】 
(受講者に関わる情報・履修条件) 
特になし。 

(受講のルールに関わる情報・予備知識) 
 ノートと筆記用具及び教科書を持参すること。 
【講義概要】 
（目的） 公衆衛生学とは、人の集団を対象として、疾病を予防し、生命を延長し、身体的・精神的能率を増進させる技

術及び科学である。本科目では、社会医学の考え方を学び、社会現象としての健康や疾病の成り立ちや集団の健康

水準の測定や評価の方法、疾病の危険因子を解明する方法及び具体的な健康の保持増進と疾病の予防方法を修

得する。 

(方法)  授業は 教科書を中心に PowerPoint スライドを用いた説明を行う。黒板は使用しない。 
【一般教育目標(GIO)】 
医療従事者として必要な公衆衛生学の知識とその基礎となる疫学の知識を修得する。 

【行動目標(SBO)】 
健康の保持増進・疾病予防の知識を説明できる。 

疫学について説明できる。 

EBM（evidence-based medicine）について説明できる。 

【教科書・リザーブドブック】 
 監修 鈴木庄亮、久道茂 「シンプル衛生公衆衛生学２０１６」本体 2400 円 

【参考書】 
特になし 

【評価に関わる情報】 
(評価の基準・方法) 
 成績評価基準は本学学則規定の GPA 制度に従う。 

【達成度評価】 試験 小 テ

スト 
レポート 成果発

表 
実技 ポートフォ

リオ 
その他 合計 

総合評価割合 75 0 20 0 0 0 5 100 点 
評

価

指

標 

取り込む力・知識 65 0 10 0 0 0 0 75 点 
思考・推論・創造の力 5 0 5 0 0 0 0 10 点 
コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0 0 0 0 点 
発表力 5 0 5 0 0 0 0 10 点 
学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 0 5 5 点 
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【授業日程と内容】 
回数 講義内容 授業の運営

方法 
学修課題(予習・復習) 時 間

(分) 
１ 衛生学と公衆衛生学 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

２ 生活と健康 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

３ 健康問題の変遷 

 

講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

４ 公衆衛生活動の基本 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

５ 保健医療福祉の倫理 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

６ 保健統計 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

７ 疫学 因果関係 

 
講義 テキスト該当部位（疫学の

部分）を読んでおくこと。 
20 分 

８ 疫学 比率と健康指標 

 
講義 授業で自分がとったノー

トを読み返しておくこと。 
20 分 

９ 疫学 記述疫学 

 
講義 授業で自分がとったノー

トを読み返しておくこと。 
20 分 

１０ 疫学 分析疫学 

 
講義 授業で自分がとったノー

トを読み返しておくこと。 
20 分 

１１ 疫学 実験疫学と EBM 

 
講義 授業で自分がとったノー

トを読み返しておくこと。 
20 分 

１２ 
 

疾病予防 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

１３ 健康管理 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

１４ 健康増進 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

１５ 環境保健 

 
講義 テキスト該当部位を読ん

でおくこと。 
20 分 

※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 
※ここに示す学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の 3 倍)に含むべき時間を示します。 
 




